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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し。

＜患者様連絡事項＞
・本間　啓子様～本日分で点滴の処方切れあり。主治医へ報告し、同内容で7日分処方となる。

・丹内　栄子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・小笠原　久年様～臨時薬同内容で7日分処方。

・若沢　理子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・清水　志野様～臨時薬同内容で7日分処方。

・城前　実様～臨時薬は同内容で7日分処方。点滴は一部内容変更となり、9/1分処方。9/1採血（院内セット3、糖セット）と胸部レントゲン施行の指示。

・見付　龍矢様～臨時薬はエスタゾラム錠2mg就床前薬に追加となり、他同内容で7日分処方。本日新型コロナウイルスワクチン接種実施しており、発熱時には頭痛時のカロナールを使用してもいいとの事。

・佐々木　正訓様～主治医来棟され、本人の状態を確認。入院時に見られていた発熱は落ち着き、疎通も良好で、病棟内でも静穏に過ごされている為、9/2退院予定として、施設長の野田頭様へ連絡し日時調整するようにとの指示あり。施設長の野田頭様へ連絡し、本人の入院からの経過と主治医より退院許可出た為、退院日時の調整を図りたい旨を説明。スタッフの説明には了解され、野田頭様と相談の上で9/3(金)11：00に本人の様子を確認する為の面会を実施予定とし、本人の状態を確認して良ければ、9/4（土）に退院という形で決定し終話（9/4の退院時間に関しては9/3面会で本人の状態を確認後に調整していく予定）。野田頭様との架電後、主治医へ上記情報提供し了解得ている。

・加藤　ツネ様～PSWより連絡あり。八戸市介護福祉課より介護保険新規申請の為の認定調査の依頼あったとの事。相談の上で9/7(火)13時～　内科診察室で実施予定とする。PSW内科診察室予約を済ませている。

・風穴　義信様～PSWより連絡あり。保佐人　原田様より連絡あり。現在、自己破産に向けて動いているが、それにあたり、9/1～9/30迄の1ヶ月間入院費以外に金銭を使用した場合に把握する必要があるとの事でレシートや控えをほしいとの事。現時点で売店にてオムツを購入している事は伝え済み。9/30以降に確認の連絡が来る為、レシートや領収証は相談員でまとめておく事とする。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為あり早めに開放観察を終了している。自傷行為無く経過する。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
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・飯田　修子様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。易刺激性亢進・情動不穏著しく、ドア蹴り繰り返し断続的に叫んでいる。不穏・興奮著しく午前・午後の開放観察見送りとした。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。他者へ敵意向ける事無く情動不穏も見られない。衝動行為・問題行動見られず終始静穏に過ごされている。拘束部位のトラブル無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・佐々木　正訓様～身体不調の訴え無く、発熱等のバイタルサイン異常も無い。終始静穏。

・小田　沙也加様～自室にて臥床しているが日課は行う事が出来ている。声掛けにも単語のみだが返答する事は出来ている。不調の訴えは無い。

・寺井　恵利子様～自室にて臥床している事が多い。入浴時、更衣促すも下着のみ交換。再三の声掛けにも「いいです。」「大丈夫です。」とのみ話している。食事の拒否は無い。

・見付　龍矢様～ホールにて過ごされている。落ち着きない様子見られ、周囲をキョロキョロと見回している。不穏や危険行為はない。

・本間　啓子様～食事は介助にて2/3～1/3摂取。拡張期血圧49～89㎜Hg、バイタルサイン異常無し。終始「血圧が高くなったよー」「早くいつかどこかに行ってよ」等独語聞かれている。

・城前　実様～食事はセッティングにて各食全量摂取している。体温36.6～36.1℃、他バイタルサイン異常なく、声掛けにも穏やかに返答している。活気の無さはあるが不調は無いと話している。

・外崎　昭雄様～13:49 東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。入院となった事への不満を訴える事はあるが易怒性・興奮見られない。問題行動無く経過。

＜馬渡Dr.診察＞
・寺井　恵利子様～レキサルティ追加、ラツーダ40mgへ変更。

・宮崎　宏之様～ゾテピン中止し、バルプロ酸開始となる。

・加藤　ツネ様～指示や処方の変更、追加等なし。

・下屋敷　キヨ様～尿量減少から、点滴処方となっている。

・前田　拓子様～指示や処方の変更、追加等なし。

・松ヶ崎　きみゑ様～指示や処方の変更、追加等なし。退院について家族や関係各機関と共に相談を進めていく。

・橋本　茂様～指示や処方の変更、追加等なし。退院支援進めていく。

・中　誠太郎様～クエチアピン増量となっている。

・前田　忠弘様～指示や処方の変更、追加等なし。

・佐々木　ツヤ様～指示や処方の変更、追加等なし。

・工藤　祥子様～指示や処方の変更、追加等なし。退院調整進めていく。

・類家　キン子様～指示や処方の変更、追加等なし。退院調整進めていく。

・大村　アイ様～指示や処方の変更、追加等なし。

・水梨　孝純様～指示や処方の変更、追加等なし。

・程熊　薫様～ロラゼパム減量。断酒への意欲は乏しく、プログラムへの参加態度も良好とはいえない。今後のことについて息子に連絡し相談すること。

・佐々木　明津子様～指示や処方の変更、追加等なし。

・牧　奈津美様～臨時薬は本日よりレクサプロ中止となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：R3.8.31　13:49
氏　　名：外崎　昭雄（とのさき　あきお）様
生年月日：昭和19年7月29日（76歳）
病　　名：血管性認知症
性　　別：男性
主 治 医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット4号室
＜経過＞
現在、妻様と二人暮らし。H31年頃より健忘出現。R1年5月より顕著な認知機能の低下が認められ、はちのへファミリークリニックにて通院開始する。初診時のHDS-R:11点。MRIでは治療適応のものはないとの所見。その後も認知機能低下及び易怒性顕著であり妻様へ暴言を向ける事もあった。妻様も持病(間質性膀胱炎)患っており、本人様の介護に疲弊されている。八戸市認知症初期集中支援チーム員検討会でのケース検討により、娘様からの支援を受けながら介入していく方針となり、妻様・娘様は当院での専門治療を希望されている事から、本日R3.8.31東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる。
